
みなさんの地域をもっと元気にしましょう！

地域包括
ケア
システム

　ゲームの間の休憩時
間の様子です。話が楽
しく休憩時間の方が多く
なってしまうことも…
　楽しく和気あいあいと
取り組まれ、体も心も元
気になる集まりです♪

　福島市では、地域のみなさんが中心となってワイワイガヤガヤと自分たちの地域について話し合う取り組み
を進めています。
　現在、地域包括支援センターの圏域ごとに、地域のかた、事業所のかたが集まって地域を元気にするために
話し合う地域協議会と、地域を訪問して歩く地域支え合い推進員の活動を始めていますので、ご紹介します。

飯坂南地域支え合い推進員　安齋早絢さんの取り組みをご紹介します。
○取り組み・・・・・地域を歩いてまわる地域訪問
○方法・・・・・・・・・・「地域のプロ」の民生委員さんや町内会長さんから話を伺い、それをもとに訪問
○訪問場所・・・・・ご自宅や集会所、サロン、趣味やお茶のみの場、畑など様々なところ
○内容・・・・・・・・・・平野地区の歴史や伝統、特技や趣味、生活の知恵や工夫、困り事、やりたいこ

となど様々な事を教えてもらっている

「地域の通いの場」で　
　　　 仲間づくり　元気な体づくり

福島市長寿福祉課　地域包括ケア推進室
〒960-8601　福島市五老内町 3-1 ☎024-529-5064

地域包括ケアシステム地域包括ケアシステム
福島市が超高齢社会に向けて行っている
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飯坂南地域支え合い推進員の取り組み

平野地区の素敵な宝物

　平成 29 年 11 月 27 日（月）に北信支所大会議室において、北信地域のみなさんへ
の地域支え合い説明会を開催いたしました。
　仙台白百合女子大学 人間学部 准教授 志水田鶴子先生より、地域での支え合いの重
要性や、これから各地に設置する地域協議会についてご講演いただきました。
　説明会後のアンケート結果では、大部分の方にある程度のご理解をいただけたよう
で、北信東地域支え合い推進員の阿部智子さんと佐藤広美さんは、「これから地域協議
会メンバーと地域の事を一緒に考え、「住んでよかった」と思える地域づくりのお手伝
いをしていきたいと思います」と話しています。

　畑のことについて真
剣に話し合いがされて
います。交流や体を
動かす機会、お散歩
する方の見守り、自分
たちの見守られ活動に
もなっています♪

男性だって持っている憩いの場 “畑” 元気いっぱい　平野ゲートボールクラブ

北信地区説明会の様子

志水田鶴子先生

北信地区「住民のための地域支え合い説明会」
　　　　  ～支え合いながら共に生きる～　を開催しました

松川町石合町内会が「介護予防推進活動知事賞」を受賞！

“町内会で取り組むきっかけ”を丹治会長よりお聞きしました

介護予防推進活動知事賞を受賞した
石合町内会のみなさん

　平成 29年10月22日（日）にビッグパレットふくしまで
開催された「健康長寿いきいき県民フェスティバル」で、
石合町内会が「介護予防推進活動知事賞」を受賞しました。
知事賞は、高齢者の社会参加や介護予防の推進のため、
地域における支え合いに取り組んでいるグループをたたえ
ようと創設されたものです。
　石合町内会は「いきいきももりん体操」の取り組みや、
町内会で一人暮らし世帯の状況を把握し、見守りを兼ねて
弁当の配食をしていること、認知症の方でも安心して暮ら
せる地域づくりのための「認知症 SOS ネットワーク模擬訓
練」を実施していることなど、体操以外にも地域の支え合
い活動に取り組んでいる点が高く評価されました。

　石合町内会は以前より一人暮らし高齢者の状況を把握するなど、高齢者福祉への関心は強い地域でしたが、
町内会長が 1 年交代の輪番制であったために、毎年の町内会総会では様々な課題について意見は出されるの
ですが、それらに対応する取組みが行われていませんでした。そこで役員を推薦制にし、任期も 2 年に変更し
ました。この制度になって5年目を迎え、順調に町内会活動が進展しています。
　また、本来の町内会活動の在り方はどうあるべきか悩んでいた時に、いきいき介護予
防大会の講演を聴講し、「これからの町内会活動や地域活動はこれだ！」と思い、いきい
きももりん体操を始めました。体操では月に 2 回茶話会・サロンを開催し、参加者の交
流を深めています。他の年間行事へも相乗効果が波及しており、町内会活動のこれまで
になかった盛り上がりを感じています。 石合南町内会会長

丹治豊三さん

体操に取り組むグループを募集します

●いきいきももりん体操
●認知症SOSネットワーク模擬訓練
●生活支援ボランティア活動の構
　築（草刈りや雪かきなどのちょっ
　とした頼みごと）
●一人暮らし高齢者の食事会　など

石合町内会の活動
①週1回程度、3か月以上、集まって体操を行う
②5人以上の参加者がいる
③会場の確保や運営などは、参加団体が自主的に行う
④人数分のイスがある
⑤DVDを視聴できる機材が準備できる
※いきいきももりん体操とは…DVDを見ながら約 30分、イスに腰かけたり、
　イスの背につかまったりして行う誰でもできる介護予防体操です。
　長寿福祉課または地域包括支援センターへ気軽にご相談ください。

お知らせ

日時

○高齢者を支え合う地域づくり講演会

○ふくふくオレンジフェスタ

平成30年2月27日（火）午後1時30分～午後4時
（開場：午後1時）

平成30年3月4日（日）午前10時～午後2時

会場

日時
AOZ「アオウゼ」（MAXふくしま4階）会場

内容
福島市公会堂（福島市松木町1番7号）

内容 講演：「つながり」から「支え合い」へ、そして「地域づくり」へ
　　　をテーマに地域の支え合いを考える
講師：NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター
　　　理事長 池田 昌弘先生
実践報告：地域づくりに取り組んでいる団体の活動報告
行政報告：地域づくりによる介護予防の実施状況報告

「正しく知ろう認知症」をテーマに、誰もが安心して暮らし続け
ることができるまちを目指した活動報告や、体験、交流など。
●学校、地域、企業の取り組み報告
●認知症の方や家族の方との交流や相談（認知症カフェ）
●もの忘れチェック
●認知症サポーター養成講座
 　（事前に長寿福祉課への申し込みが必要です）
　第1回 午前10時～11時30分
　第2回 午後0時30分～2時　　　各回定員30名

安齋さんから一言
安齋早絢さん

　地域訪問を通して、困り事があっても工夫して過ごしていたり、ご近所さん同士での助け合いがあった
りと、地域で自分たちの力で生活されていることに気づき、地域の方たちの力を再確認しました。
　平野には人と人とのつながりや支え合いなど『素敵な宝物』がたくさんあります。この強みを活かし、
住民のみなさんと相談しながら、よりよい地域を目指して共に頑張らせて頂きます。


